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図１：ストレスチェック制度の運用フロー（厚生労働省資料より抜粋）
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3.20 g 20 mL

EVIAN 10 mL
16

( 10 ppm) 1 L
VOCs 1 ppb
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Table.1

Agilent Technologies 6890N/5973MSD
Hewlett Packard HP7694 Head 

Space Sampler Fig.1 SIM

 
 

Table.1 Analytical conditions of 1 ppb solution mix of Volatile 
Organic Compounds 
Head Space Sampler 
Oven 60  
Loop 150  
Transfer Line 150  
Cycle Time 45 min 
Vial Equilibration Time 10, 20, 30 min 
Pressurization Time 0.50 min 
Loop Fill Time 0.10 min 
Loop Equilibration Time 0.10 min 
Inject Time 0.80 min 

Gas Chromatograph 

Oven 
Initial 40  
4 /min – 120 , 2 min 
10 /min – 180  

Run Time 30 min 
Injection mode Split 10:1, 1 mL 
Career Gas He, 1 mL/min 
Column AQUATIC (GL Science) 

60 m, 0.25 mm, 1 m 

Mass Spectrometer 
Ionization Voltage 70 eV 
Ion Source 150  
Quadrupole Mass Analyzer 230  
Detection Mode SIM 

 

 
Fig.1 Gas Chromatograph Mass Spectrometer with Head 
Space Sampler 
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Fig.2 Total Ion Chromatogram of 1 ppb solution mix of Volatile Organic Compounds by Single Ion Monitoring Measurement 
(1,2-Dichloroethane and Benzene were detected separately with different mass-to-charge ratio) 
 

 
 

Fig.2

Benzene 
1,2-Dichloroethane
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Fig.3 Comparison of detected abundances at the different Vial 
Equilibration Time 
 

Fig.3 10

30 10 9

Table.2
T

 
 
Table.2 Calculation of the t-test at the point of p=0.05 

 
10min 

vs. 20min 
20min 

vs. 30min 
1,1-Dichloroethylene 0.91 0.00 
Dichloromethane 0.00 0.00 
cis-1,2-Dichloroethylene 0.02 0.12 
Chloroform 0.01 0.02 
1,1,1-Trichloroethane 0.89 0.76 
Carbon Tetrachloride 0.81 0.63 
1,2-Dichloroethane 0.00 0.07 
Benzene 0.05 0.17 
Trichloroethylene 0.34 0.60 
Bromodichloromethane 0.00 0.04 
cis- 1,3-Dichloropropene 0.00 0.19 
trans-1,3-Dichloropropene 0.00 0.63 
1,1,2-Trichloroethane 0.00 0.05 
Tetrachloroethylene 0.28 0.28 
Dibromochloromethane 0.00 0.07 
Bromoform 0.00 0.29 

 
 

Fig.4
RSD
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RSD 5~10%

RSD
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Fig.4 Comparison of Relative Standard Deviations of detected 
abundances at the different Vial Equilibration Time 
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Table.3 Calculation of Variance ratio among standardized 
abundances (F = 5.53) 

 
Variance ratio 

F0 VA/Ve) 
1,1- Dichloroethylene 0.33 
Dichloromethane 0.29 
cis- 1,2- Dichloroethylene 0.02 
Chloroform 0.14 
1,1,1- Trichloroethane 0.01 
Carbon Tetrachloride 0.04 
1,2- Dichloroethane 1.33 
Benzene 0.01 
Trichloroethylene 0.15 
Bromodichloromethane 0.08 
cis- 1,3- Dichloropropene 0.48 
trans -1,3- Dichloropropene 0.70 
1,1,2- Trichloroethane 0.82 
Tetrachloroethylene 1.71 
Dibromochloromethane 0.07 
Bromoform 0.92 
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センター利用者報告

2015 年度 分析室 施設利用者の研究テーマ・利用内容

2015 年度は 193 名、延べ約 1800 名の学生及び教職員が環境保全センター分析室を利用しました。利用内

容は多岐にわたって、下記のような幅広い研究の支援をさせていただきました。

これら多彩な研究に携わることによってスタッフの技術も蓄積され、それらがまた新たな研究にも還元され

ています。今後も、より質の高い研究支援を提供できるよう、一同、日々研鑽を積んでいきたいと思います。

基幹理工学部

■応用数理学科

【伊藤研究室】

・鉄鋼スラグの環境調和性向上を目指したシミュレータと評価法の開発（修士 1年）

■機械科学・航空学科

【川田研究室】

・カップ積層型 CNT を用いた Pt 担持電極の開発及び電気化学特性評価（学部 4年 2名）

・長繊維強化熱可塑性プラスチックの衝撃特性評価（修士 2年 修士 1年 学部 4年 2名）

・海水環境下における GFRP および CFRP の長期耐久性評価（学部 4年）

【齋藤研究室】

・管外吸収器における伝熱管電熱性能評価に関する研究（修士 1年）

【酒井研究室】

・ステンレス鋼における電着被膜の生成条件と電気防食特性の関係（学部 4年）

・カソード水素チャージ下における鋼中への水素侵入に及ぼす環境中の Ca イオンの影響（修士 2年）

【鈴木研究室】

・高炭素鋼線の伸線における後方張力の低減に伴う延性向上の要因究明（修士 2年）

・液体金属中における拡散係数の測定（学部 4年）

・金属積層造形における粉体の溶融・凝固及び組織形成のメカニズム解明（修士 1年）

【細井研究室】

・熱処理による金属材料疲労き裂の自己修復（学部 4年）

【増田研究室】

・CA-PEI ナノファイバー作製及び金属イオン捕集性の評価（修士 2年）

■電子物理システム学科

【小山研究室】

・12 角形準結晶に関係した近似結晶の結晶学的特徴（修士 2年）

・合金に存在する配位多面体構造間の結晶学的相関（修士 2年）

創造理工学部

■建築学科

【輿石研究室】

・Inspect the effection of alkali on wood（博士 4年）

・遮熱･断熱防水システムに関する研究（修士 2年 修士 1年）

・土素材の高度利用に関する研究（修士 2年）

【田邉研究室】

・二酸化塩素ガスによる感染防止空調運用時の塩素残留量に関する調査（修士 2年 2名）

・ハウスダスト中のフタル酸エステル質の分析（教職員）

■総合機械工学科

【勝田研究室】

・CO2冷媒を用いた圧縮･吸収ハイブリッドサイクルの吸収器における物質移動･電熱特性（学部 4年）

【草鹿研究室】

・シリンダ内での Ash 前駆体 PM 生成凝集過程のモデリング（修士 2年）

・エンジンでの Soot モデルの確立（学部 4年）

・ディーゼルエンジンの各種運転条件が Diesel Particulate Filter 入口における Particulate Matter 成分に与える影響（修士 2 年）

【大聖研究室】

・過給直噴ガソリンエンジンにおける低速プレイグニッションの発生メカニズムに関する研究（修士 1年）

【中垣研究室】

・PEFC 用イオン交換膜の化学劣化について（修士 2年）

■社会環境工学科

【小峯研究室】

・脆弱岩掘削ずりを母材に用いたベントナイト混合土の適用性に関する研究（学部 4年）

・石炭灰・鉄鋼スラグの各種操作因子による二酸化炭素固定化量への影響および CO2 固定による六価クロム溶出抑制効果（修士）

【榊原研究室】



・バイオフェントン法を用いた微量有害物質除去に関する研究（教職員）

・バイオフェントン法による PCP 除去に関する研究（修士 1年）

・高性能ファイトレメディエーションの開発（修士 1年）

・バイオフェントン法における OH ラジカルの除去及び難分解性物質処理への適用（修士 2年）

・メフェナム酸の浄化に関する基礎研究（修士 1年）

・電気化学的 AOP における医薬品の分解･無害化処理（修士 1年）

・珪藻類を用いたファイトフェントン法による高度水処理技術の開発（博士 1年 学部 4年）

・エストロゲン類の高効率高速電解処理に関する研究（修士 2年）

■環境資源工学科

【大河内研究室】

・土壌中の CO2の挙動（学部 4年）

・富士山体を利用した雲水化学特性（学部 4年）

・大規模災害の備災、減災に向けた大気環境保全に関する基礎研究（修士 1年）

・都市型小規模森林中コナラ樹冠への微量金属元素沈着量とその起源（学部 4年）

・微小粒子及び超微小粒子の大気圏動態と森林樹冠による補足効果（修士 2年）

・大気中界面活性物質の大気動態と起源解析（修士 1年）

・VOCs 濃度の地域比較（教職員）

・首都圏における小規模森林と大気相互作用（修士 1年）

・In-cloud and below cloud scavenging of VOCs and PAHs（修士 1年）

・山間部防災化学に関する基礎研究（学部 4年）

・富士山体を利用した自由対流圏におけるガス･エアロゾルの観測（修士 2年）

・丹沢山塊における渓流水中微量金属元素の流出挙動と大気沈着の影響評価（修士 2年）

・都市大気中エアロゾル中微量金属のスベシューションと健康リスク評価（修士 1年）

・放射性セシウムの再飛散メカニズム解明（学部 4年）

・西生田の里山における炭素循環の観察（学部 3年）

・森林樹冠と大気中の粒子の相互作用の解明（学部 3年）

・葉面洗浄法及び代理表面法を用いた首都圏小規模針葉樹/広葉樹混合林における酸性物質乾性沈着量の観測（修士 2 年）

【大和田研究室】

・携帯電話用廃 LIB からの正極材濃縮における各物理選別の検討（修士 2年）

・浮選による携帯電話用 LIB 正極材濃縮物からの C除去（学部 4年）

【香村研究室】

・火山灰土壌の有する重金属吸着能の基礎的検討（修士 2年）

・鹿児島県に分布する火山灰土壌のもつ重金属吸着能の検討（修士 2年）

・赤玉土に着目した浄化剤の開発（学部 4年）

・火山灰土壌と無機酸化物の混合吸着材を用いた塩水の脱塩技術の開発（修士 2年）

・廃棄物埋立層に賦存する主要メタル類の挙動（修士 2年）

・廃棄物処理場は都市鉱山になり得るか（修士 2年）

・南関東ロームの有する重金属吸着能の評価（学部 4年）

【栗原研究室】

・低塩分濃度水攻法のメカニズム推定（修士 2年）

【所研究室】

・硫酸中和による赤泥の改修（修士 2年）

・Al 担持樹脂による Si 廃水処理および PHREEQC シミュレーション（学部 4年）

・エトリンガイド法によるホウ素除去（学部 4年）

・弱アルカリ領域における Mn の除去機構の解明（学部 4年）

・As（Ⅲ）の水酸化第二鉄共沈法による共沈機構解明（修士 1年）

・高濃度ケイフッ素酸から Si/F の分離･回収（修士 1年）

・腐葉土を用いた坑廃水中の Cd、Zn の除去（修士 1年）

・酸性抗廃水の定量モデル化（修士 1年）

・廃 LIB からの Co 回収における粉砕方法の評価（学部 4年）

【名古屋研究室】

・セミアクティブサンプラーを用いた個人ばく露濃度測定に関する研究（学部 4年）

・オゾン分解法を用いた有機溶剤の分解特性に関する研究（修士 2年）

・溶接作業場で発生する有害金属の実態把握（修士 2年）

【不破研究室】

・液相還元法による耐酸化銅ナノ粒子の生成実験（修士 2年 学部 4年）

・新規電解採取法によるチタン製造の基礎研究（修士 2年）

・Leaching of chalcopyrite(CuFeS2)（教職員）

【山崎研究室】

・発電スラグを原料とした発泡無機ポリマーの開発及び有害重金属イオンの吸着能評価（修士 1年）

■経営システム工学科

【菱山研究室】

・環境にやさしい手作り廃油石鹸（学部 4年）



先進理工学部

■物理学科

【勝藤研究室】

・Ba-Sn-O 系の物性測定（学部 4年）

・擬１次元系 Bax-ySryTi8O16の相転移と物性（修士 2年）

・Bax-ySryTi8O16の単結晶作製及び物性（学部 4年）

・Sr2VO4のスピン、キャリアドーピング（修士 2年）

■応用物理学科

【竹延研究室】

・TMDC 材料の CVD 合成（修士 2年）

【鷲尾研究室】

・固体高分子形燃料電池用電解質膜の開発（修士 2年 2名 修士 1年）

・新規 DMFC 用電解質膜の開発（学部 4年）

■化学・生命化学科

【鹿又研究室】

・(-)-Dehydro-exo-brevicomin の新規合成経路開発（修士 2年）

【小出研究室】

・ペプチドライブラリーを用いた新規生理活性化合物の探索（博士 1年）

【中尾研究室】

・海洋生物からの新規ノイラミニダーゼ阻害活性物質の探索（修士 1年）

・海洋生物からの新規天然化合物の探索（博士 2年）

・海洋生物及び食品からの化合物の抽出（学部 4年 5名）

・マウス ES 細胞の invitro 神経分化モデルを用いた化学物質の神経分化毒性評価（博士 2年）

・海綿由来 HDAC 阻害剤の探索（修士 2年）

【山口研究室】

・ポリピリジルルテニウム-コバロキシム複合体を用いた光増感水素発生電極（修士 2年 学部 4年）

・ヘキサアミノベンゼンとニッケル(Ⅱ)イオンから成る配位高分子錯体の合成と性質（修士 2年）

・電気伝導性を有する配位高分子錯体の合成（学部 4年）

■応用化学科

【逢坂・門間研究室】

・Si-O-C anode for Lithium secondary battery（博士 2年）

・Si-O-C 複合負極の S系正極適合電解液における作動評価（修士 1年）

・フェライト系ナノ粒子の合成とその医療分野への応用（博士 2年 学部 4年）

・リチウム二次電池用負極の作製（修士 2年）

・Li 二次電池用負極材料電析 Si-O-C 複合体の析出メカニズム解析（修士 2年 学部 4年）

・炭素材料を集電体としたリチウム二次電池用電析 Si-O-C 負極の作製及び容量向上（修士 2年）

・イオン液体系 Si 電析浴からの電析 Si-O-C 複合体負極の作製及び評価（学部 4年）

・Si-O-C anode deposition Li-ion battery electrode（教職員）

・磁気ハイパーサーミアに用いる磁性ナノ粒子の合成（修士 1年）

・電析 PtCu 膜からの Cu 脱合金による色素増感太陽電池用電極作製（修士 2年）

【桐村研究室】

・3,6-アンヒドロ-L-ガラクトースの構造決定（学部 4年）

・Trichosporon maniliiforme WU-0401 が生産する油脂の分析と利用（修士 1年）

・新規なレブリン酸資化性微生物の単離と細胞反応を用いたレブリン酸の微生物変換（修士 1年）

・レブリン酸変換微生物の探索と有用化合物生産への応用（修士 1年）

・3,6-anhydro-L-galactose の単離と NMR および MS による構造解析（学部 4年）

・クロコウジカビ由来の新規Ⅲ型ポリケタイド合成酵素 An-CsyA の機能解析（修士 2年）

・メチルサリチル酸の高収量生産を目的とした可逆的サリチル酸脱炭酸酵素遺伝子の改変（修士 2年）

・糸状菌 Aspengillus niger のクエン酸発酵機構の解明（学部 4年）

【木野研究室】

・微生物を利用したレスベラトロールの位置選択的水酸化によるピセアタンノールおよび類縁体の合成（修士 1年）

・酸化酵素を利用した有用香料成分の合成(学部 4年)

・生体触媒を利用した 2-フェニルエタノールの位置選択的水酸化によるチロソールおよびヒドロキシチロソールの合成（修士 2 年）

・(2S,3S)-3-ヒドロキシソジンおよび(2S,4R)-4-ヒドロキシソジン生産プロセスの構築（修士 1年）

・E.coli.K-12 株由来 RimK の基質認識機構の解明（学部 4年）

【黒田・下嶋・和田研究室】

・Au および CeO2からなる骨格を有するメソポーラス物質の合成（修士 1年）

・Metal-Tris 系化合物の有機溶媒中での合成（学部 4年）

・Meerwein 試薬によるシロキサン結合形成反応を用いたシリカ系材料の新規合成プロセスの開発（修士 1年）

・５配位および６配位ケイ酸塩をビルディングブロックとした多孔性 3次元構造体の作製（修士 1年）

・熱電変換材料としての NaxCo2O4の形態制御（学部 4年）



・積層方向に細孔を有する層状ケイ酸塩の層間縮合によるゼオライト膜の作製および分離膜への応用（学部 4年）

・層状オクトシリケートへの金属種の固定化と膨潤剤利用時の触媒特性調査（修士 1年）

・金属錯体の集積制御に向けた層状ケイ酸塩の層間設計（修士 2年）

・メソポーラスカーボン/チタニア微粒子複合体の作製（修士 2年）

・コロイド状メソポーラスシリカ粒子の作製（学部 4年）

・層状ケイ酸塩のナノスクロール化（修士 1年）

・温度応答性蛍光色素の内包可能な中空シリカナノ粒子の作製（学部 4年）

・層状複水酸化物（LDH）ナノ粒子の自己組織化による塩基性メソ多孔体の調製（修士 1年）

・コロイド状メソポーラスシリカナノ粒子を用いた酸塩基触媒の作製（修士 2年）

【菅原研究室】

・Preparation of w-Bis (Propyltriethoxysilyl) ether via hydrosyilylation reaction and its application as solid polymer electrolyte（修士 2 年）

・多環式芳香族架橋ジホスホン酸と銅(Ⅱ)塩を用いた水熱合成法による無機-有機ハイブリッドの合成（学部 4年）

・ホスホン酸修飾グラフェンと塩化チタン（Ⅳ）を用いた新規多孔質材料の合成（学部 4年）

・温度応答性層状物質を利用した固定化金属イオンアフィニティー分離担体の作製（修士 1年）

・リン系修飾剤による TiO2ナノ粒子の表面修飾（学部 4年）

・液-液二相系を用いたリン系カップリング剤による層状ペロブスカイトナノシートの表面修飾（修士 1 年）

・ATRP 及びクリック反応を用いたナノ粒子･ポリマー一体型 TiO2/PMMA ハイブリッドの作製（学部 4年）

【関根研究室】

・セラミックス合成とその評価（修士 1年）

・ヘテロポリ酸の合成及び酸化触媒特性の検討（修士 1年）

・電場触媒反応を用いたエタノール水蒸気改質による水素製造（学部 4年）

・Pt/H-vsy ゼオライト触媒を用いたセルロースから C3-C4軽質炭化水素への直接転換（修士 1年）

・炭素材料の構造制御と触媒担体としての応用（修士 2年）

・電場触媒反応による低温でのガス転換（修士 1年）

・炭素材料を用いたバイオマス転換（修士 1年）

・グラフェン-カーボン粒子ナノ複合体の合成と触媒材料への応用（学部 4年）

【西出・小柳津研究室】

・TEMPO 含有微粒子の合成とレドックスフロー電池への応用（修士 1年）

・多孔性共役高分子の合成と電子･光物性（学部 4年）

・デカン型ポリスルファミド酸リチウム塩の Li 元素定量分析と電解質膜としての性質（学部 4年）

・高分子電解質のリチウム硫黄電池への応用（修士 1年）

・ペロブスカイト太陽電池におけるホール輸送材料の合成（修士 1年）

・フルオレノン置換親水性高分子を用いた新規高分子水素キャリア（修士 2年）

【平沢・小堀研究室】

・硫酸廃液中からの硫酸アルミニウム回収プロセスの開発（学部 4年）

・硫酸水溶液中からのシュウ酸回収プロセスの開発（博士 3年）

・ZMH の壁面付着制御（修士 1年 学部 4年）

・ポリエチレンイシンを用いた還元晶析法による Pt ナノ粒子合成（修士 1年）

・放射性 Sr 除去技術としての CaCO3結晶の Sr イオン取り込み挙動の解明（修士 1年）

・放射性 Sr 除去技術としてのアパタイト結晶の Sr イオン取り込み挙動の解明（学部 1年）

・水-エタノール混合溶媒を用いたアミノ酸の多形転移メカニズムの解明（学部 4年）

・還元晶析法による Pt 粒子の粒径制御（博士 2年）

・有機化合物における微結晶作製手法の検討（修士 2年）

・不純物がシトルリン多形転移に及ぼす影響の検討（修士 2年）

【本間研究室】

・BPM への応用を目的とした FePt ナノドットアレイの形成（修士 2年）

・パルス電析法による FePt ナノドットアレイの低温 Llo 規則化及び高保磁力化の検討（学部 4年）

■生命医科学科

【武岡研究室】

・熱傷治療に向けた銀担体ナノシートの構築と評価（学部 4年）

・人工血小板 H12-(ADP)liposome の大量調製法の確立（学部 4年）

・セシウム吸着材としての超分子含有ポリイミドナノシートの開発（修士 2年）

・リポソーム担体ナノ粒子のマクロファージ由来エクソソームへの導入評価（学部 4年）

【常田研究室】

・腸内細菌が産生する短鎖脂肪酸が大腸炎の病態に与える影響解析（学部 4年）

・腸炎モデルマウスを用いた Bifidobacterium bifidum による腸上皮バリア修復応答機構の解明（学部 4年）

■電気・情報生命工学科

【大木研究室】

・酸化物半導体 InGaZnO4(IGZO)の作製と物性評価（修士 2年）

その他

■英語教育センター

・植物性廃材の低温炭化による材料開発に向けた調査（教職員 学部 4年）
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2015/04/08,09  
 

2015/05/13,14   
2015/06/10,11   
2015/07/08,09   

2015/09/02,03  
 

2015/10/07,08  
2015/11/11,12  
2015/12/09,10  
2016/01/20,21  
2016/03/09,10  

   
2015/07/15 120 -1, 3, 5NTRC, ASMeW  
2015/11/25 65  
2015/11/25 
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